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この 報 告 で は主 に、 フ ィ リ ピ ン大 学(UniversityofthePhilipPines)の 日本 研 究 に 焦 点 を

お い て い る。U.P.の 中 に あ る、 ア ジ ア セ ン タ ー で 、 日本 語 ・日本 の 歴 史 ・社 会 ・文 化 に関

して の 授 業 が行 わ れ て い る。

MetroManilaの3つ の主 な私 立 大 学 、AteneodeManilaUniv.,Univ・ofSantoTomas,

DeLaSalleUniv.は 、 比 較 的 高 い ア カ デ ミ ッ ク な水 準 と、 フ ィ リ ピ ン の他 の 大 学 に比 べ る

と日本 研 究 プ ロ グ ラ ム の発 展 に必 要 な 、 日本 に関 す る蔵 書 ・財 源 ・人 材 を維 持 して い る。

(1)U.P.の 日本 研 究

ア 過去

U.P.設 立(1908年)か ら12年後、 日本について学ぶ ことは、 日本人客員教授 によるレク

チャーシリーズを支援するという形で始 められた。1920年 、東京大学の海事及び商法教授、

マツナ ミヒイチロが2か 月間、 日本 に関して講義した。スギノリコジロ教授によるもう1つ

のレクチャーシリーズ も行われていた。しかし、1936年 まではそれらのレクチャーシリーズ

もとだえてしまった。

2人 の日本人教授が、U.P.で 講義 したこの頃 は、フィリピン人はフィリピンがアメリカ

か ら独立する運動をしていた。「フィリピニズム」「国家主義」特に 「文化民族主義」が叫ば

れていたので、その頃のU.P.学 長は、 日本に関するレクチャーで、教授陣 ・学生達が、 ど

のように日本が国家 とな り、アジアで力 をもったかを学ぶことを通 して、国家の独自性や結

合力の重要性 を知 らせる方法だと考 えた。

日本軍がフィリピンを支配した時、日本軍部 はもし日本語が、カ リキュラムに取 り上げら

れるなら、大学に農業 ・薬学 ・獣医学 ・化学 ・機械工学のようなアカデミックな授業を開 く

ことを許可 した。4年 弱 という短い支配だったため、これ らのカレッジの生徒達は、 日本語

のコースを充分 にうけることがで きなかった。

イ 日本に関す る研究

U.P.は 、1945年 後半、授業を再開した。部分的に日本 を擁護する極東に関する授業 のみ

が、史学科 ・東洋史 ・極東外交史のコースで行われた。

Carlos.P.Romulo学 長の頃(1962-1968年)、 アジア研究機関(現 在のアジアセンター)

は、近代 日本に関する大学院生 レヴェルの授業をはじめ、人文及び社会科学のカレッジとと

もに、 日本に関する授業がもうけられた。
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その他の学科や、マスコミ・芸術 ・建築のような専門的なカレッジにも、 日本 に関する研

究や授業を各々 もっている。

Diliman(QuezonCity)に ある、U.P.キ ャンパスの教授陣 と大学院生は、 日本の歴史 ・

社会 ・文化 ・比 日関係についての学術的論文 を発表した。それ らは、主に英語版の本 に基づ

いている◎

日本語が出来な くても、 日本の研究 をしているU.P.教 授陣 とは、言葉の障壁をの りこえ

るために、両国の学者が共同研究をするという方法が考えられる。1975-1978年 にかけて、

トヨタ財団のi援助 によって、 日本 ・フィリピン ・タイ共同研究 「子供の人格形成に関する文

化比較研究 自我形成 と母子間の相互影響 」が開催され、互いにいききし、意見 を交

換 した。同様 のプロジェク トは、1年 以上前 にもU.P.と 東京大学等の日本の大学 との間

で、学問的交換を行 う同意をとりつけている。

言葉の問題を回避するもう一つの方法 は、U.P.の 日本研究者達が、英語版で 日本 に関す

る本を読むことである。実際、 日本語に堪能 なU.P.ア ジアセンターの3人 の教授達は、日

本、特に興味深い比 日関係に関する書物を英訳しはじめている。

(2)日 本研究

ア 日本研究プログラムの発展

アジアセンターの日本研究プログラムは、東アジア地域研究 の修士課程の副プログラムで

ある。日本 は、センターの履修課程にある4地 域(東 南 ・南 ・西南 ・東アジア)の 中の主な

3国(中 国 ・韓国 ・日本)に 含まれている。 これらの地域プログラム は、1955年 、U.P.に

設立 されたアジア研究機関(ア ジアセンターの前身)で 始められた。

アジアの近隣諸国 との学問的分野におけるより親密な関係 を築 くことを目的 とした法律に

よってアジア研究機関は、アジアセンターにまとめられた。 これは他国を学ぶ ことにより、

自国の独 自性をわかろうとするものであった。

アジア研究機関の頃か ら、すでにアジアを専門に扱う若い教授陣を養成 していた。1957年

のスタッフ育成プランの優先事項 は、 日本 と中国のスペシャリス トをつ くることだった。 日

本専攻の者 はミシガン大学へ、中国研究者 はシカゴ大学に行った。1960年 初頭には、 もう2

人の教授がロックフェラー財団補助金を使 って、留学 した。

その間、アジア研究機関(1968年 以降アジアセンター)は 、ロックフェラー ・フォー ド・

アジア財団の援助や、 その他独自の財源を使 って、 日本 と中国関連の図書収集をした。

日本政府 は、日本語教師を派遣 し、集中講義 を行った。又、1960年 代初めに戻ってきた日

本研究の教授 は、近代 日本 ・日本の歴史 ・文化 ・比日関係 に関す る授業をおこなった。

1973年 、アジアセ ンターがより高等な研究 を行 うためのフィリピンセンターに合併された

時、日本研究が含まれ るアジア研究 コース とカリキュラムは、現在の必要性等 を見直 し改訂

された。

イ 日本研究のプログラム

戦前、フィリピンでは日本研究が存在 していなかったので、U.P.ア ジアセンターは、日
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4フ ィリピンにお ける日本研 究

本研究 を発展させ る土台がなかった。

一握 りの学生達 は、田中首相、中曾根首相によって始められた 「東南アジアへの船出」

「21世紀への友好」のプログラムの もとに奨学金 を利 用して 日本に留学 した り、短期間滞在

した りした。

又、アジアセンターでは日本研究プログラムは、政府や私的機i関の職員や先生に日本につ

いての基本的な知識や、全体的に日本を見通す力 をつけることを目的 としている。

センターの東アジア地域の日本研究プログラムは、社会 ・文化 ・現在の問題 を土台 として

いる。19世 紀中頃までの中国 ・韓国 ・日本についてのセ ミナーは、 これらの国々の制度の相

違 を比較、説明する。近代 日本(1868-1945年)の 授業は政治構造の変化 を勉強する。現代

日本(1945一 現在)で は、グループ志向についてと社会コンフリク トという2つ の概念につ

いて紹介 される。

ウ 研究と出版

日本研究 を含むアジアセンターの教授陣 は、主に個人研究を行っているが、共同研究をす

る時 もある。過去20年 間の日本に関する研究の中には、比 日間の様々な面、ASEAN地 域に

おける日本 とのかかわ りあい、 日本近代化の初期 とフィリピンのそれ との比較研究、日本的

経営 とフィリピン的経営の比較、 フィリピン青年の日本人 に対す る認識、 日本農家のフィリ

ピン人妻、日本の国際化、日本政治 と自民党、防衛に対する日本世論、農業市場開放 におけ

る日本政治手腕、等がある。 これらほとんどの研究 は、研究補助金 なしでされている。

日本 についての研究 のい くつか は、60年 代、70年 代 にアジアセンターの季刊誌 『Asian

Studies』 に掲載 されている。 しか し財政 の問題 により、 ここ6、7年 、定期的に発行 され

るのが、難iしくなっている。

(3)ま とめ

フィリピンの大学は、戦前から欧米のように日本研究講座 をもっていなかった。それゆえ

戦後、1960年 代初頭に日本政府が派遣するまで日本語教師がいない、 日本研究の講座を教 え

る人材がいない、蔵書が少ない という問題点があった。U.P.で は、10年 以上かけて これら

の問題点を解決した。

U.P.とDeLaSalleUniv.の 日本 を勉強 している大学生達 は、日本語の修得 と、勉強に必

要な日本 に関する知識 を身につけることが必要である。

AteneodeManilaUniv.は 、 日本研究講座が設置された1966年 から日本語コースがで き

ている。 しかし、 日本に関する講座 は、1977-1989年 まで とだえた。1989年 、フィリピン人

の日本専門家によって比日関係の講座が再開された。

Univ.ofSantoTomasと アジアセンター以外のU.P.の 日本に関する授業 は、表面上の事

柄 にしか触れていない。

研究分野 としての日本研究には、語学力が必要である。日本語教師の資格が取得できる く

らいの日本語講座 を今後推進 しなければな らない。

4大 学 の日本 に関する蔵書 は、英語版の本が欠 けているだけでな く、 日本語で書かれた原
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著 も少 な い。 蔵 書 を ふ や す こ とは、 日本 研 究 の継 続 ・学 問 的 発 展 に不 可 欠 で あ る 。

又 、 これ ら4大 学 に は、 日本 語 教 師 と 日本 研 究 専 門 の教 授 陣 を確 保 す る の に必 要 な 予 算 が

い る。 こ の 問題 に関 して は、 ア ジ ア セ ン タ ー の2人 の 日本 研 究 教 授 が退 官 す る前 に 解 決 しな

け れ ば な らな い 。

国 際 交 流 基 金 は、 フ ィ リピ ン人 の 日本 語 教 育 へ の 予 算 ・奨 学 金 ・語 学 教 師 の派 遣 を し、4

大 学 の 日本 語 講 座 を援 助 して い る。 ア ジ ア セ ン タ ー の2人 の教 授 は、 日本 で 研 究 す るた め に

交 流 基 金 か ら援 助 を受 け た 。 そ し て、DeLa .SalleUniv.に は、1984-1993年 、 客 員 教 授 を

派 遣 した 。 又 、 日本 研 究 を専 門 にす る若 い フ ィ リ ピ ン人 教 授 に は、 補 助 金 を支 給 して い る。

そ の他 、 交 換 プ ロ グ ラ ム で 日本 を訪 れ る学 生 達 に 、 経 済 的 援 助 も し て い る。

今 日、 フ ィ リ ピ ンで の 日本 研 究 は発 展 途 上 に あ る。 た だ、1960年 代 以 前 を思 え ば 、著 し い

進 歩 を み せ て い る。 フ ィ リ ピ ンの 中 で は、U.P.が 最 も優 れ た 日本 研 究 プ ロ グ ラ ム を もっ て

い る。

4大 学 の 日本 研 究 プ ロ グ ラ ム の 他 に、 フ ィ リピ ンに は、 日本 大 使 館 のJapanInformation

andCulturalCenterと 、22の 公 的 も し くは私 的機 関 が 、 日本 語 コ ー ス(主 に基 礎 コ ー ス)

を もっ て い る。 これ ら は、 学 生 や働 くた め に 日本 に くる人 々 が 、1980年 代 に ふ え る に従 っ て

で きて きた 。JapanInformationandCulturalCenterは 、 他 の機 関 の 日本 語 ク ラ スへ 支 援 も

して い る。

日本 で 学 ん だ こ との あ る フ ィ リ ピ ン人 達 は、 以 下 、7つ の機 関 を組 織 し て い る。

Philippine-JapanClub/OmniVentures/PhilippineAssociationofJapanessMinistryof

EducationScholars(PHILAJAMES)/PhilippineCulturalandTechnicalAssociationof

ReturnedOverseasScholars(PHILCULTARDS)/PhilippineJapanFellowsAssociation

(PHILJAFA)/PhilippineAssociationofJapanAirlinesScholars(PHILAJALS)/

Philippine-JapanYouthClub(PJYC)

これ らす べ て は、ASEANCouncilofJapanAlumni(ASCOJA)の1つ で あ るPhilipPine

FederationofJapanAlumni(PHILFAJA)に 関 連 して い る。

竹 下 内 閣 は、 文 化 面 を含 め、 国 際協 力 プ ロ グ ラム を推 進 させ た。 これ は、 フ ィ リピ ン に お

け る 日本 研 究 に も影 響 を与 え た。 例 えば 、 日本 語 教 育 機 関 へ のi援助 や 国 際 交 流 基 金 に よ っ て

設 立 され た、Japan-ASEANExchangeCenterの 活 動 を さか ん に し た。 これ ら の プ ロ ジ ェ

ク トは、 日本 へ の よ り よい 理 解 と比 日関 係 に貢 献 し た。

10年 前 、 財 政 面 の外 的 援 助 な し に展 望 は語 れ な か っ た。 今 日、 学 生 達 は、 フ ィ リ ピ ン の発

展 に直 接 関 係 す る コー ス を と る傾 向 に あ る。 日本 研 究 専 門家 をつ く る こ と は、 個 人 的 に も国

家 的 に も、 あ ま り優 先 さ れ て い な い。 これ は、 将 来 比 日 関係 に害 を もた らす 可 能 性 が あ る 。

学 問 的理 解 と人 々 の問 の正 し く、 よ り広 い コ ミ ュニ ケ ー シ ョン に基 づ い た調 和 的 関 係 が 、

世 界 的 、 国 家 的平 和 の鍵 とな るで し ょ う。

(Dr.Saniel氏 の文 章 の 要 約)
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